




「 人物の気持ちを考えながら読もう ～サーカスのライオン～ 」（○年○組） 

 平成  年  月  日（ ）  

指導者                   

 

 
１ 主 眼  

物語のクライマックスを探るこ

とを通して、じんざの様子や行動、

言葉を手がかりに、火事の中に飛

び込み男の子を救ったじんざの心

情変化を読み取ることができる。 

 

２ 指導上の留意点 

①話が最も盛り上がるクライマック

スは、主人公の心情が最も変化す

る叙述であることを知らせ、各自

が選んだ物語のクライマックスと

その根拠について話し合うことが

できるようにする。 

 

②じんざの考え方や行動を変えたも

のは何かについて考えることで、

人物同士の関係性にも着目できる

ようにする。 

 

③様子や行動、会話文に着目すれば

人物の心情を想像できることに気

付くことができるように、板書を

工夫する。 

 

評価 

 行動や様子、言葉からじんざの心

情の変化を読み取り、言葉や文章で

表現している。 
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◆
主
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 ・授業の中でＩＣＴを活用する際は、多様な機能とその長所を理解した上で、授業のねらいや学習活動の内容に応じて機能や活動場面を選択する必要が 

あります。どのような場面でどのような目的で使用するのかを、指導案に整理しておきましょう。 

 板書型指導案 

  「                     」                  令和  年  月   日（  ）   校時 

                                                指導者 
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◆留意点 

 

 

   

【主体的・対話的で深い学びを実現

するＩＣＴ活用のポイント】 

単元 ○○○○○○ 

主眼 ○○○○○○○○ 

評価 ○○○○○○○○  

○ＩＣＴの活用場面を含んだ板書型指導案 

【板書等】              【ＩＣＴ画面等】 

 

＜主眼等を書きます。＞ 

何をどう学ばせるのか、授業を通してどの

ような力をつけるのかなど、本時の授業の

核心を、子どもの姿で表します。 

＜ＩＣＴ活用のポイントを書きます。＞ 

一斉学習【Ａ】個別学習【Ｂ】 

協働学習【Ｃ】について、どのような場面で、

どのように活用するか、またＩＣＴ活用のポイ

ントを記載します。 

 

＊記入例 

・個別学習【Ｂ】で、～するために～を共有す

る。  

※ ＩＣＴを効果的に活用した学習場面の分類例  
一斉学習  【Ａ１】教員による教材の提示 
個別学習  【Ｂ１】個に応じた学習  【Ｂ２】調査活動  【Ｂ３】思考を深める学習  【Ｂ４】表現・制作  【Ｂ５】家庭学習 
協働学習  【Ｃ１】発表や話し合い  【Ｃ２】協働での意見整理  【Ｃ３】協働制作  【Ｃ４】学校との壁を超えた学習 

解 決 共 有 振り返り 学習のきっかけ 

＜板書計画を書きます。＞ 

授業の「めあて」や「まとめ」など、構

想している授業において、黒板に書く内

容を、構造的に明確に表すようにしま

す。 

＜ＩＣＴ画面に表示される内容を書きます。＞ 

一斉指導や個別学習等において、ＩＣＴ画面に表示され

る内容のうち、学習内容や学習課題など授業展開に大き

く関係するものについて表します。 

＜学習活動とＩＣＴの活用場面を書きます。＞ 

活用場面を、一斉学習【Ａ１】個別学習【Ｂ１～Ｂ５】協働学習【Ｃ１～Ｃ４】に細分化し、

活用方法を記載します。（※下段参照） 

＜指導上の留意点や指示などを書きます。＞ 

学習活動に対する留意点や指示、ポイントなどを記載します。 


